
３つの力の育成：「深く考える力」「思いや考えを行動にする力」「自分に負けない力」 

※％のついた数字は学校教育評価項目の「4.3.2.1」の回答のうち、肯定的な回答「4」「3」の合計値の割合 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

校長 石井 紀子 
令和８年の幕が開けました。３か月後には新年度を迎えます。３年生と時を共にできるのもあと

２か月余りです。この仲間で過ごせるかけがえのない時間を大切にしたいと思います。 
引き続き「自治の力」を育み、「みんなが楽しく通える魅力ある彩り豊かな学校」をめざして、生

徒、保護者の皆様、地域の方々、教職員と対話をしながら教育活動を行ってまいります。 
１１月にご協力いただいたアンケートをもとに、学校教育評価がまとまりましたので、 

その概要をご報告いたします。ご多用の中、アンケートの回答へのご協力、 
誠にありがとうございました。良い評価をいただいた部分は継続し、ご指摘 
いただいた部分は可能な限り改善し、令和８年度の計画を立ててまいります。 
 
学校の取り組みについて 
●「学校は日々の教育活動をＨＰ等で知らせている」は保護者が９５．6％、生徒は９５．7％と肯
定的な回答が多い状況ですが、「HPのかなりの割合のコンテンツが何年も更新せず放置され
ている」とご指摘をいただきました。改善を図り、グループメールやその他のツールも活用しな
がら「学校の教育活動の見える化」を進め、より一層わかりやすい情報発信に努めてまいりま
す。 保護者の方にできるだけ学校に来ていただくために、ご来校いただく日について、前年度
中に １学期の予定をお伝えし、４月の保護者会で年間予定をお配りし、ＨＰの「年間予定」に掲
載するとともに、ＨＰのトップ画面に当面の予定を掲載いたします。 

●「安心して楽しい生活が送れている」について、生徒は９５．８％が肯定的な回答をしていまし
たが、保護者の方は８９．５％と昨年度より３．１ポイント上昇したものの、約１０％の方が「子ども
が安心して学校生活が送れていない」と回答していることを重く受け止めております。生徒に
は、各種アンケートや教育相談等を定期的に実施し、生徒の困り感の解決に向けて共に考える
機会をもっておりますが、保護者の皆様もお子様のことでご心配なことや安心して学校に送り
出せない状況がありましたら、ぜひ学校にご相談ください。家庭と学校が同じ 
方向を向いて、 お子様の学校生活を支えていけたらと考えております。 

 
職員の状況について 
●「先生は教え方を工夫し、分かりやすい授業をしている」９６．０％（生徒）、８６．６％（保護者） 
校内研究のテーマとして「思いや考えを行動にする力を育む授業づくり～いつでも、どこでも、
何度でも～」を掲げ、授業力向上に向け職員間で授業公開に組織的に取り組んでいるところで
す。「清新中学校区の小・中学校が連携して掲げている『９年間かけて身につけさせたい３つの
力』のうち、一番身についてきたと考えられるものはどれですか。」の問いに「思いや考えを行動
にする力」と回答した割合が生徒、保護者ともに一番高かったことは、「つけたい力」を意識して
教育活動を行うことにより、一定の成果があったと捉えております。一方で、「生徒一人一人の
人格を尊重し、対話をもって指導する大人の姿勢を示すことが先生という立場に求められる真
の『指導力』ではないだろうか。先生とは『先に生きる人』と書く。先ずは先生が良き手本となり、
正しい背中を見せることで、生徒が学び得る『自主性』や対話をもった解決方法などの『社会
性』が育つ。先生と呼ばれる立場にある人は『どんな人間を社会へ送り出したいか』を常に考え
なくてはならないと思う。」「授業に集中したい子どもの学ぶ権利を侵害している行為がある場
合は、時には厳しくしっかりと伝えていただきたい。」「先生の自己満足する授業ではなく、子供
達が納得し達成感のある授業作りをしてほしい。」等、貴重なご意見をいただいております。 
生徒の人権を大切にするとともに、多様な子どもたちの「もっとやってみたい」「もっと知りたい」
といった好奇心や探究心を触発させ、基礎・基本の定着はもとより、次の新たな学びに繋がりを
もたせ、学びに向かう力を高められるよう、たえず授業改善を図ってまいります。 

令和８年１月 ８日 

第 ２４５号 

令和７年度 学校運営の成果と今後の取組 
 



●「先生は悩みごと等の相談にのったり、家庭やお子様のことを理解しようとしている」 
９４．４％（生徒）、８９．０％（保護者） 
「子どもは家庭内で先生方に対しての不満をほとんど言いません。自分のことを見てくれてい
る、理解しようとしてくれている、何かあれば相談できる環境があるのだと思います。多感な年
頃にそんな先生方と出会えて子どもは幸せだと思います。」「友達関係など多感な時期を心配し
ていましたが、先生方を信頼しておりましたので学校へ特別出向くことも無く 3年生まで漕ぎ
着けました。成功と程よい挫折を経験して人生の第一段階を見守って頂けたと思います。本気
で生徒に向き合ってくれる先生ばかりで本当に感謝しております。」とお褒めの言葉をいただい
たことに喜びを感じる一方で、「人間関係や見えない場所で何が起きているかもう少し把握して
ほしい」「不登校の生徒が、安心できる居場所のような教育センターを学校内に作ってほしい」
等のご要望もいただいております。このことに学校として真摯に目を向けて、現在も実施してい
る各種アンケートや教育相談等から生徒の状況を丁寧に把握し、解決に向けて保護者の方と
共に考え、支援を必要としている生徒に、必要な支援を組織的にできるよう改善してまいりま
す。あわせて、生徒一人一人の教育的ニーズに対応する体制づくりを行い、支援を必要とする
生徒の学びの場を確保するため、特別支援学級、国際級のほかに、令和８年度からサポート 
ルーム、並びに校内教育支援センターを立ち上げ、人間関係づくりや集団での生活に 
困り感を抱いている生徒に対し、より一層一人一人のニーズに合った教育活動が 
展開できるよう、外部機関と連携しながら組織的、計画的に進めてまいります。 
生徒の状況について 
●「学校の決まりや社会のルールを守っている」９８．３％（生徒）、９８．１％（保護者） 
●「仲間同士で切磋琢磨しようとする関係が築けている」９４．２％（生徒）、８９．５％（保護者） 
●「係・委員会・行事等に意欲的に取り組んでいる」９２．２％（生徒）、９０．０％（保護者） 
●「どんなことでも最後まであきらめずに取り組んでいる」８８．８％（生徒）、８２．８％（保護者） 
●「授業や家庭学習に意欲的に取り組んでいる」８６．９％（生徒）、７８．６％（保護者） 
●「学校生活の中で活躍する機会や場がある」７９．９％（生徒）、７８．6％（保護者） 
ルールや決まりを守り、仲間と切磋琢磨しながら、授業、係・委員会・行事等に意欲的に取り組
んでいる様子がうかがえます。多くの生徒がそのような態度を身に付けている状況の中で教育
活動が展開できていることは、貴重なことであると捉えています。今後さらに「学校生活の中で
活躍する機会や場がある」の肯定的な回答率が高まるようにするために、生徒自身が「生徒が
主役」を実感できる学校づくりを進め、「自治の力」を育み、自治的な活動の過程に起こってくる
様々な課題への対応について適切なアドバイスを行い、生徒自身が「自分たちの可能性が生か
され、任されている」という認識のもと、意欲的・積極的に活動に参加できるような日常的な指
導や、日頃から教師と生徒のふれあいを深め、信頼関係を築くことを大切にしてまいります。 
 
まとめとして  以上の状況を踏まえ、次のような教師・学校をめざしてまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご家庭にお願いしたいこと 
●清新中学校区で育む３つの力「深く考える力」「思いや考えを行動にする力」「自分に負けな
い力」についてご確認いただき、その視点で成長を見ていただけますようお願いします。 

●就寝・起床時間、スクリーンタイム等、生活習慣について話し合いをお願いいたします。 
●学校 HPを定期的にご確認いただき、来校された際は保護者アンケートにご協力ください。 
●お子様の様子や学校のことで気になることがあれば、お気軽にご連絡ください。 

・生徒の人権を大切にし、生徒・保護者に寄り添い、共に考え、共に成長していく教師 
・さらなる成長のために、謙虚に学び、創意と情熱をもって授業改善に取り組む教師 
・今日的な教育課題にも柔軟に対応し、解決に向け努力する教師 
・多様な子どもたちの「深い学び」を確かなものにできる教師 
・失敗や変化を恐れず、より良い学校文化の創造に向け挑戦する教師 
・多様性を尊重し、すべての人が価値のある存在だと大切にされる学校 
・生徒の姿を組織的に把握し、生徒の声を聴き取り、認め励ます教育を展開する学校 
・それぞれの集団が機能し、安定した集団の中で一人一人が成長できる学校 
・歴史と伝統を大切にし、教師・生徒が一丸となって教育活動に取り組む、意欲と活気のある学校 
・地域・保護者の声を聴き取り、信頼され、応援される開かれた学校 

 


